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研修プログラム認定委員会

一般社団法人社会医学系専門医協会

研修プログラム認定委員会

委員長 大久保靖司

令和6年度 研修プログラム統括責任者連絡会議

研修制度の構成

協会
・プログラム整備指針
・施設認定基準
・指導医認定基準

・専門医認定試験

参考・認定

各研修施設群
・研修体制整備
・研修プログラム整備

提供
修了認定

専攻医
・研修実施試験・認定
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専門研修施設群

研修基
幹施設

連携
施設

連携
施設

連携
施設

連携
施設

連携
施設

連携
施設

連携
施設

○研修基幹施設

－研修プログラム管理委員会

－研修プログラム統括責任者

・研修連携施設

・研修協力施設

（実践現場の学習）

研修基幹施設の役割
・研修プログラムの作成・運営

・研修の修了認定

・研修内容の検証

＊問題があるプログラムについては、
サイトビジットを実施

研修施設の要件

○研修基幹施設

・１名以上の指導医が在籍していること

・研修プログラム管理委員会が設置されていること

・研修プログラム統括責任者が任命されていること

・プログラム運営を支援する事務体制が整備されていること

・行政・地域、産業・環境、医療の３分野のうち、

１分野以上の専門研修の全体または一部を提供できること

○研修連携施設

・１名以上の指導医が在籍していること

・行政・地域、産業・環境、医療の３分野のうち、

１分野以上の専門研修の全体または一部を提供できること
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研修プログラム管理委員会
○委員会の機能

・研修プログラムの作成

・専攻医の学習機会の確保

・継続的・定期的に専攻医の研修状況を把握するための

システム構築と改善

・適切な評価の保証

・修了判定等

○委員会の構成

プログラム統括責任者，専門研修連携施設における

指導責任者、関連職種の管理者

〇開催頻度

専攻医がいる場合、最低年２回

専攻医がいない場合、最低年１回

※１回は、集合により開催が望ましい。

連携拠点機関（都道府県医師会）

• 地域における連携を
深めるため、都道府県
医師会を連携拠点機
関として位置づけるこ
とができる。その際、
研修協力施設および
連携拠点機関におい
ては、指導医資格者
の有無は問わない。

研修プログラム管理委員
会の構成は、以下のとお
りとする。

• プログラム統括責任者

（中略）

• 連携拠点機関の担当
責任者（連携拠点機関が
定められている場合）

（後略）
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研修プログラム統括責任者
○責任者の要件

・指導医であること

・研修基幹施設に所属していること

・協議会が開催する統括責任者研修会を修了していること

○責任者の役割と権限

・研修プログラム管理委員会の主宰

・専攻医の採用および修了認定

・指導医の管理および支援

＊プログラム統括責任者あたりの最大専攻医数はプログラム

全体で20名以内とし、それ以上になる場合には、プログラム

統括責任者の要件を満たす者の中から、20名ごとに１名の

副プログラム統括責任者を置く。

＊研修基幹施設が複数の場合には、各施設から統括責任者または副
統括責任者を出す。

研修医登録のフローの変更
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研修医登録のフローの変更
③ 専攻医通知

研修医登録のフローの変更
④ 研修開始日・登録番号通知

社会医学系制度専門医制度

専攻医登録番号 一覧

プログラム名

研修開始年月

専攻医名 郵便番号 住所 E-mail1 所属先

1 修25 - 0 0 0 0 0

0

登録番号

2025年4月
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• 特例措置で専攻医が専門医・指導医を取得
した場合の研修プログラムの離脱の手続き

– 在籍していた研修プログラム管理委員会にて研
修終了（修了ではない）を確認。

– 定期報告にて、専門研修プログラム認定委員会
に特例措置で専門医・指導医を取得し、専門研
修を終了となったことを報告。

最近問い合わせのあった事例

• 現在のプログラム数76プログラム

• 特例措置で専攻医が専門医・指導医を取得
した場合の研修プログラムの離脱の手続き

– 在籍していた研修プログラム管理委員会にて研
修終了（修了ではない）を確認。

– 定期報告にて、特例措置で専門医・指導医を取
得したことを報告。

専門研修の状況
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実践現場での学習：副分野2
※経験を予定している研修内容につい

て記載する。

副分野名：医療
（総括）医療・健康情報の管理

・地域包括医療システムにおける健
康情報の取扱いに関する勉強会に

参加する。
（各論）大規模災害対策

・ＤＭＡＴ研修、災害医療システム連
携運営会議に出席し、クライシスマネ

ジメントとしての対応を学ぶ。

学術活動
※研究テーマ、研究の進捗、学会発表

等について記載する。

〇〇学会において、△△について報

告する。

☓☓大学○学部において、外来講師

として△△について講義する。
☓☓大学○学部の保健所研修を担

当して行政医師の役割を説明する。

自己学習

※重点を置いて行う自己学習のテーマ
や内容について記述する。

統計基礎知識の習得

関連法令に関する知識の習得
コミュニケーションスキル研修への参

加

研修計画

専攻医番号 17-170000
専攻医氏名 社会　太郎

研修年 2017年/2018年
担当指導医（主な者一人） 公衆　一郎

基本プログラム
※ 受講予定の研修分野の記載等

公衆衛生総論　公衆衛生学会
保健医療政策　E-ラーニング

疫学・医学統計学　E-ラーニング

実践現場での学習：主分野
※経験を予定している課題について、総

括的な課題と各論的な課題に分けて 課
題の内容、情報収集・分析、解決方法に
ついて、記載する。

「行政・地域」

（総括）プロジェクトマネジメント
・感染症対策として課題を抽出し、施

策を企画立案する。

（各論）保健対策、医療・健康関連シ
ステム管理
・地域連携、地域包括医療システム

に関する会議・研修に参加する。

実践現場での学習：副分野１
※経験を予定している研修内容につい

て記載する。

副分野名：産業・環境

（各論）職場環境衛生
・連携機関で開催される産業保健
ケースカンファレンスに参加する。

情報の収集、分析、計画立案、
実行などの区分やPDCAサイ
クルの区分がわかるように記
載することが望ましい。

また、リスクマネジメントやク
ライシスマネジメントなどキー
となるコンセプトを含むときな
どはそれも記載することが望
ましい。

基本プログラム

• 7科目 （7コマ/科目）

• 受講方法

– 学会開催時の集合教育

– E-ラーニング

– 公衆衛生大学院等におけるプログラム基本プログラム受講記録

科目 内容タイトル
プログラム主催

団体名
受講年月日 備考

歴史から見た公衆衛生行政 日本公衆衛生学会 2017/9/15

公衆衛生の概念、行政の仕組みと法規 日本公衆衛生学会 2017/9/15

健康政策論 日本公衆衛生学会 2017/9/15
公衆衛生研究概論 日本公衆衛生学会 2017/9/15

地域の公衆衛生課題とその解決 日本公衆衛生学会 2017/9/15
グローバル・ヘルス 日本公衆衛生学会 2017/9/15

公衆衛生活動における医師の役割と人材開発 日本公衆衛生学会 2017/9/15
保健医療政策概論 E-ラーニング 2018/5/1

社会保障制度１ E-ラーニング 2018/5/1
社会保障制度２ E-ラーニング 2018/5/2

保健医療政策各論１ E-ラーニング 2018/5/2
保険医療政策各論２ E-ラーニング 5018/5/2

医療改革の動向 E-ラーニング 2018/5/3
保健医療関連の計画 E-ラーニング 2018/5/3

公衆衛生総論

保健医療政策
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実践現場における学習

実践現場における学習　総論的な課題

実施開始日 実施終了日

・プロジェクトマネジメント 2017/9/1 2018/2/28 〇〇保健所

〇〇保健所長と地域における感染症対策ネット
ワークの構築の企画立案を行った。基幹となる医
療機関にネットワーク構築についての意見交換を
個別に実施し、企画へのフィードバックを行い、基

幹となる医療機関へのネットワークへの参加の打
診及びネットワーク構築に関する勉強会を通じた
コンセンサス形成と課題の洗い出しを実施した。そ
の後、域内の全病院に向けて講演会を開催すべ
く、事務局として準備を行った。講演会の後に参加
者に対してネットワークについての意見を募集す
ると共に、欠席者に資料等の送付と意見の募集を

行った。

課題名 実施場所、実施機関名等 内容
実施年月日

実践現場における学習　各論的な課題

実施開始日 実施終了日

3) 環境衛生管理（項目11〜13） 職場環境衛生(項目13) 産業・環境 2017/10/11 2017/10/11 〇〇工業株式会社
健康診断におけるパニック値の設定及びエスカレーションルールにつ
いてを健診機関と事業譲渡の間で検討した。

3) 環境衛生管理（項目11〜13） 職場環境衛生(項目13) 産業・環境 2017/11/11 2017/11/11 〇〇工業株式会社
作業中に意識消失発作によって発生した転倒事故の再発防止につい
て検討した。
来年から導入予定の新規採用の原料の危険有害性評価を行った。

科目
実施年月日

実施場所、実施機関名等 実施内容（具体的に書いてください）項目 分野

課題名に呼応するように、実
施した内容が具体的にわか
るように記載するようにする。

専門医試験における面接で
は、この内容を更に踏み込ん
で聞くことになるので、経験内
容や状況がわかるように、ま
た簡潔に記載する。

学術活動

学術活動

実施開始日 実施終了日

学部生や大学院生等教
育・指導 2017/11/17 2017/11/17 〇〇医師会

日本医師会認定産業医研修会
「公衆衛生行政と産業保健」講師

学術研究実施 2017/9/20 2017/9/20 ☓☓県市民ホール ○○学会　「△△△△の質的分析」　ポスター発表

学部生や大学院生等教育 2018/9/8 2018/9/12 〇〇保健所 学部学生の保健所研修の受け入れ

住民やその他利害関係
者への情報発信 2017/12/16 2017/12/16 ○☓市教育会館 公開市民講演：今日の感染症対策　講師

種別
実施年月日

実施場所、実施機関名等 内容
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自己評価

自己評価の記録（１）

専攻医番号 修17‐170000

専攻医氏名 社会　太郎

評価項目 進捗評価

基本プログラム

※ 修了した研修分野の記載等

公衆衛生総論は予定通りに受講できた。

保健医療政策、疫学・医学統計学は連休中に分割してE-ラーニングで
受講し、受講記録を作成した。

実践現場での学習：主分野

※経験した課題について、総括的な課

題と各論的な課題に分けて 課題の内

容、情報収集・分析、解 決方法につい
て、記載する。

進捗内容：　感染症対策の課題として地域ネットワークの構築を取り上

げ、ステークホルダー等と意見交換、勉強会を通じて課題の抽出ができ

た。

実践現場での学習：副分野１

※経験した研修内容について記載する。

副分野名：産業・環境

進捗内容：　月1から2回開催される産業保健に関するカンファレンスに

参加できた。また、年後半からは化学物質の危険有害性評価において

文献的検討などを分担担当できるようになった。

実践現場での学習：副分野2

※経験した研修内容について記載する。

副分野名：医療

進捗内容：　地域包括医療システムにおける健康情報の取扱い勉強会

に参加した。

学術活動

※研究テーマ、研究の進捗、学会発表

等、活動状況について記載する。

計画通りに学会報告、医師会での講師、学部学生の実習における指導
などを行った。

達成状況の評価

評価項目 評価

専門知識(総合評価) B

1.公衆衛生総論 A

2.保健医療政策 B

3.疫学・医学統計学 B

4.行動科学 B

5.組織経営・管理 C

6.健康危機管理 B

7.環境・産業保健 B

専門技能(総合評価) B

1.社会的疾病管理能力 A

2.健康危機管理能力 B

3.医療・保健資源調整能力 B

学問的姿勢 A

医師としての倫理性・社会性 A

担当指導医記入欄

担当指導医コメント

要素指導医のコメントを記入する場合

は、コメントの後に記入した指導医氏名
を記載してください。

業務においては積極的であり、感染症対策ネットワーク企画の基本的な
構想の取りまとめ及び基幹病院との意見調整など、マネジメント能力は
1年の間にめざましく向上した。ただし、経験できていない分野の知識な
どには不十分な点が見られることから、研修期間中にできるだけ多くの

テーマを担当するように勤めることが望ましい。

担当指導医記入日 2018/3/25

担当指導医氏名 公衆　一郎

A：十分である/適切である
B：一部十分である/一部適切である
C：不十分である/不適切である
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